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統
計
的
集
圏
に
が
、
け
る

形
式
的
同
種
性

有

田

正

間側逸

ω統
計
事
(
畦
曾
続
計
朗
申
汲
}
に
於
て
、

司」

EK件
工

F
'
事
中

4
t

3
-
-

，FH-o-門
口

官
四
回
拘

r巾
凶
同

zr-
一
式
ふ
諮
が
、
極
々
相
思
べ
っ
た
育
味
で
使
用
さ
れ
、
而

ス;1;口も
ケ異そ
ム つ オL
PJ: てそ:::

1 '" ~~ J/'L. 
Iてる(/)

依 Z二 重苦
っと味
ては Fこ
十首 、 於
招l ジで
さ l

れp ジチミ
ヱ 三当主

ペlhz;
巾手f
イ/)

:ノ問
ク題
フ性
'1 ~! J曲玉
、辛F

く
7
-
7
 

且
論
争
が
惹
起
さ
れ
た
程

で
あ
る
。

ジ

l
ジ
工

ク
は
、
在
来
同
種
性
な
る
言
葉
?
意
味
さ

摘れ
L~ て
てゐ
ゐる
る町内
。容

を
そた
~) 

つ
t己
分
ち

各
~ 

に

就
て

問
題
を
指

一
、
形
式
的
同
種
性

質

性

二
、
同同

債

1性

こ
の
匝
別
に
就
て
細
か
く
立
ち
入
る
こ
と
、

と
れ
と
ウ
ィ

ク
ラ

1
、
プ
ラ
ス
ケ
ム
パ

l
の
見
解
と
の
異
同
に
就
て
言
及
す

統
計
的
集
圃
に
於
け
る
形
式
的
同
種
性

る
と
と
は
後
日
に
廻
し
、
先
づ
第
一
の
範
鴫
た
る
形
式
的
同
種

性
に
就
て
、

ジ
l
ジ
ェ
ク
の
所
設
を
見
ょ
う
。

つジ

に l
i抗、統、統、分ジ
;ート計、計、け エ

的、由旬、的、てク
j数、集、草、ゐは
公園、 4立、る;'j)
台 小 企 。 JJi;
N エキ i ミF
~ ~~ 

~ ~ ~ 白句
5EZ 同
町~ -5 ~重
jFヲのの 性
式形形 を
的式式 更
問的自句 に

f重同同 医
性 i陸種 別

性性 し
」

ミた
の

(1) (2) (3) 第
三
の
範
鴎
た
る
統
計
的
数
の
彩
式
的
同
種
性
は
、
所
謂
寸
比

校
適
性
」

(
4
2問
}
再
三
戸
「
7
2
3

の
問
題
と
し
て
，
統
計
的
数
に
依

る
や
地
図
の
比
較
の
県
一
時
制
一
酌
な
前
扮
係
件
と
[
て
ー
採
却
さ
れ
て

ゐ
る
問
題
で
あ
る
。
之
に
就
て
は
我
国
に
於
て
も
践
に
紹
介
さ

れ
て
ゐ
る
故
、
敢
て
誌
に
取
り

k
げ
な
い
。
こ
の
小
稿
に
於
て

第
二
の
範
時
の
形
式
的
同
種
性
に
就
て
、
ジ
ー

ジ
ェ
ク
の
所
設
を
取
り
上
げ
、
形
式
的
同
種
性
の
概
念
と
問
題

l土

第

を
考
察
し
た
い
。

ー
ー

;/ 

先
づ
、
統
計
的
単
位
|
|
統
計
的
集
閣
の
構
成
凶
子
た
る
個

醐
憾
の
形
式
的
同
種
性
に
闘
す
る
ジ
l
ジ
ェ
ク
の
概
念
を
見

第
四
十
八
巻

八
六

第
五
披
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統
計
的
集
固
に
於
け
る
形
式
的
同
種
性

ょ
う1) 統

計
的
集
園
は
個
憶
の
一
閤
・
個
憶
の
綿
憾
で
あ
る
。
併
し

乍
ら
倒
惜
の
一
圏
が
直
ち
に
統
計
的
集
圏
で
あ
る
と
は
云
へ
た

ぃ
。
そ
れ
が
統
計
的
築
関
た
る
た
め
に
は
、
個
健
相
互
に
同

の
概
念
(
慰
問
ユ
3

が
安
首
し
(
Z
F
O
N
d
)

友
け
れ
ば
及
ら
ぬ
。

一
口
す
る
と
名
側
慨
は
制
定
の
徴
荻
(
偲
誠
出
世
T
Z
Z
C
K
航
亡
同

一
の
性
質
密
有
し
宏
け
れ
ば
左
ら
た
い
。
統
計
的
単
位
の
形
式

的
同
種
性
ム
」
は
、
集
閣
の
構
成
因
子
た
る
各
個
開
へ
の
同
一
概

念
の
安
首
位
、
各
個
惜
の
特
定
徴
表
に
就
て
の
同
一
性
を
云
ふ
。

形
式
的
同
種
性
の
第
二
の
範
崎
町
、
統
計
的
集
圏
の
同
種
性
は
、

一
一
つ
或
は
そ
れ
以
上
の
集
園
の
同
種
性
を
云
ふ
の
で
は
た
い
。

ジ
l
ジ
ェ
ク
が
「
同
種
の
皐
位
を
含
む
集
圏
を
|
1
i
そ
れ
白
憶

に
於
て
|
|
同
種
の
集
圏
と
さ
へ
呼
ぶ
と
と
が
出
来
る
」
(
傍
黙

筆
者
)

と
云
ふ
所
か
ら
見
て
、

統
計
的
皐
位
の
形
式
的
同
種
性

を
、
統
計
的
車
位
が
構
成
す
る
統
計
的
集
圏
に
則
し
て
、
特
に

一
百
ひ
か
へ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
そ
れ
故
、
観
動
に
相
違
が
あ

る
と
云
ひ
得
る
だ
け
で
、
内
容
的
に
同
一
の
事
を
云
っ
て
ゐ
る

に
す
ぎ
ね
。
そ
こ
で
以
下
に
於
て
は
、
雨
者
を
毘
別
せ
や
に
論 換

第
四
十
八
巻

第
五
競

八
六

同

や
る
。形

式
的
同
種
性
の
概
念
を
以
上
の
如
く
規
定
し
た
後
、
ン
-

ジ
ェ
ク
は
更
に
形
式
的
同
種
性
の
程
度
(
の
E
3
を
問
題
に
し
て

ゐ
る
。
形
式
的
同
様
性
の
程
度
の
差
は
、
個
時
相
互
間
に
共
通

に
安
首
す
る
慨
念
の
内
包
の
犬
小
に
依
っ
て
生
中
る
。
内
包
が

大
方
れ
ば
六
段
る
ほ
ど
形
式
附
閃
称
枇
の
秒
肢
は
甘
い
い
に
扮

言
す
れ
ば
個
健
相
互
間
に
同
一
牲
が
見
ら
れ
る
徴
表
の
教
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
形
式
的
同
種
性
の
程
度
は
高
〈
、
少
け
れ

ば
少
い
ほ
ど
そ
の
程
度
は
低
い
。

集
閣
の
構
成
問
子
た
る
各
個
鰐
は
‘
形
式
的
に
同
穫
で
る
り
、

叉
同
穫
で
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
が
、

こ
の
形
式
的
同
種
性
は
、

特
定
の
概
念
の
安
営
性
に
限
ら
れ
、
他
の
概
念
に
就
て
は
安
営

性
が
存
在
し
た
い
o

(

も
し
他
の
概
念
に
就
て
安
常
性
が
あ
れ
ば
、
概

念
の
内
包
は
そ
れ
だ
け
擁
大
さ
る
べ
き
で
あ
る
)
O

換
言
す
れ
ば
各
個

憶
は
特
定
の
徴
表
に
於
て
同
一
位
を
有
し
、
そ
の
限
。
に
於
で

形
式
的
に
同
種
で
あ
る
が
、
他
の
徴
表
に
就
て
は
相
互
に
怜
質

を
異
に
し
、
市
も
か
L

る
徴
表
は
、

一
つ
で
は
な
く
、
多
数
あ

り
、
或
は
無
数
に
あ
る
。

か
〈
の
如
く
、
特
定
の
徴
表
に
就
て

昭和IY'PZ471'l。

Arch.，'‘ Bd. 19， 1929). 
Zii'.ek; a. a. (入， s. :193日 . 月 ) Zizek， a. a. O. 
寺尾琢磨し統計数字比較の問題， (L豆 Ul製曾雑誌「第四巻、
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Flask且mperの Merkmalsgleichheit の意ではない。
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は
同
一
性
を
有
す
る
が
、
他
の
多
く
の
徴
表
に
就
て
見
れ
ば
相

具
っ
た
性
質
を
有
す
る
個
鐙
の
繍
慌
た
る
集
閣
は
、
観
察
者
に

針
し
て
、
ま
さ
に
マ
イ
ツ
ェ

ン
の
表
現
の
如
〈
、
「
概
視
し
得
ざ

る5) る
。 多

様
.性
L 

d 
巴

ヴ

。
~ 

rち
r 

=:: 
S温
ロ
ロ
σ司
~ 

"" 7戸内

と
し
て
王見
れ

以
上
の
所
設
を
要
約
す
る
に
、
次
の
三
黙
が
問
題
に
な
っ
た
。

卸
ち
、)

 

守

i(
 
形
式
的
同
種
性
の
意
味

限
定
内
司
軍
生
ワ
空
交

7
1
，1
1
1
f
G
F
I
 

集
圏
に
於
け
る
「
概
観
し
得
ざ
る
多
様
性
」

是
で
あ
る
。
是
の
三
黙
に
就
て
は
、
統
計
壌
と
多
〈
の
問
題
を

(3) (2) 
蔵
し
、
濁
逸
の
串
者
が
好
ん
で
取
上
げ
た
問
題
も
多
い
。
併
し

乍
ら
ジ
l
J
V
ェ
ク
に
於
て
は
第
二
項
及
第
三
項
の
問
題
は
形
式

的
同
極
性
自
憶
と
し
て
は
何
ら
問
題
に
授
ら
中
、
常
に
同
種
性

の
他
の
範
鳴
に
結
び
付
い
て
問
題
に
左
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が

問
題
に
友
る
の
は
、
集
園
を
構
成
す
る
個
鰐
聞
に
共
通
に
安
営

し
、
形
式
的
同
種
性
を
成
立
せ
し
む
る
概
念
の
賓
質
的
内
容
が

問
題
に
在
っ
た
時
に
限
っ
て
ゐ
る
。
形
式
的
同
種
性
の
程
度
に

統
計
的
集
圏
に
於
け
る
形
式
的
同
種
性

就
て
は
、
「
同
質
性
の
要
請
」
と
「
大
教
の
要
請
」
と
の
二
律
背
反

が
問
題
に
・
な
れ
、
集
圏
に
於
け
る
一
概
槻
し
得
ざ
る
多
様
性
」
に

就
て
は
分
類
及
び
同
便
性
の
問
題
を
指
摘
し
う
る
。
然
し
乍
ら

何
れ
も
冒
頭
に
事
げ
た
同
種
性
の
他
の
二
つ
の
範
時
|
|
同
質

性
、
同
債
性
の
概
念
及
び
そ
の
問
題
を
明
か
に
し
て
始
め
て
理

解
さ
れ
る
も
の
故
、
敢
て
悲
に
取
り
扱
は
な
い
。

同

・

町.，E
 

ジ
I
ジ
ェ
ク
で
は
、
形
式
的
同
市
内
性
が
、
多
数
の
個
鰭
が
集

L
3

，
F
-
h
弓
司
副
司

P

一
肱
キ
仏
V

へ

J

E

!

っ
芽
白
書
」
持
肘
寸

p
e
H
t
声
ノ
て
位
即
断
陪
れ
た

HJれ
り

友
ら
左
い
、
集
圏
の
一
性
質
と
し
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
は

上
述
の
如
〈
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
性
質
に
就
て
、
統
計
製
上

如
何
左
る
問
題
が
存
在
す
る
か
?
と
れ
を
簡
単
に
見
た
い
。

調
逸
の
統
計
筆
者
(
枇
合
統
計
革
法
)
が
呼
ん
で
「
集
圏
」
と
一
宮

ふ
の
は
、
買
は
大
量
で
あ
り
、
彼
等
は
大
量
に
就
て
そ
の
犬
い

さ
及
び
集
圏
性
の
強
度
を
数
量
的
に
把
握
す
る
と
と
を
問
題
に

し
℃
ゐ
る
。
ジ

l
ジ
ヱ
ク
も
何
ら
・
之
が
例
外
を
左
す
も
の
で
は

た
い
。大

量
の
大
い
さ
及
び
集
圏
性
の
強
度
は
、
大
量
及
び
部
分
大

第
四
十
八
巻

i¥ 
4 ノ、

第
五
競
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統
計
的
集
聞
に
於
け
る
形
式
的
同
種
性

長
の
構
成
閃
子
た
る
個
慢
の
綿
数
又
は
線
量
を
悉
〈
洩
さ
や
に

数
へ
上
げ
或
は
測
定
す
る
こ
と
に
依
っ
て
認
識
さ
れ
る
。
猪
逸

の
統
計
撃
が
統
計
的
方
法
官
・
冨
E
F
C
L
m
)

と
稽
ナ
る
も
の
に
は

斯
栽
な
教
へ
上
げ
(
N同
F
E担
問
)
及
び
測
定
(
出
o
u
E口
町
)
の
方
法
が

中
心
に
狂
っ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
数
へ
上
げ
及
び
測
定
に
は

刻
家
た
る
た
監
自
慢
に
数
ヘ
上
山
リ
V
A
d
測
定
の
可
能
性

(NE

Z
F
E
m
w
冨
E
v
r
E
r
E
C
が
左
け
れ
ば
友
ら
ね
。
換
言
す
れ
ば
、
数

へ
上
げ
に
は
教
へ
上
げ
ら
れ
る
個
問
問
に
共
通
の
属
性
が
・
泣
け

れ
ば
友
ら
ね
。
測
定
に
は
測
定
さ
れ
る
個
慌
聞
に
同
一
性
質
の

量
が
存
在
し
泣
け
れ
ば
怒
ら
ぬ
。
卸
ち
個
憶
聞
に
形
式
的
同
種

性
が
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
か
く
て
ジ

1
ジ
ヱ
ク
が
云
ふ
形
式
的

同
種
性
は
、
数
へ
上
げ
及
び
測
定
に
可
能
性
を
提
供
す
る
誇
で

あ
る
。ジ

1
ジ
ェ
ク
は
形
式
的
同
種
性
の
概
念
を
明
か
に
し
て
ゐ
る

が
、
そ
れ
か
ら
生
や
る
問
題
に
就
て
語
る
所
殆
ど
な
い
。

7
-
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ス
ケ
ム
パ
ー
が
形
式
的
同
種
性
を
数
へ
上
げ
及
測
定
の
「
論
理

的
前
提
」
で
あ
る
と
云
ふ
時
、
確
か
に
、
ジ
1
ジ
ェ
ク
が
語
る

所
飴
り
に
も
少
き
を
補
っ
て
ゐ
る
と
云
へ
ょ
う
。

第
四
十
八
巻

第
一
主
競

六

八
六
四

吠
に
問
題
に
な
る
の
は
、
形
式
的
同
種
牲
と
大
景
観
察
の
四

要
素
の
規
定
と
の
闘
係
で
あ
る
。

数
へ
上
げ
及
び
測
定
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
如
〈
、
個
棋
の
形

式
的
同
種
世
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
.
大
量
に
就
て
、
数

へ
上
げ
及
び
測
定
を
賀
施
す
る
に
は
、
先
づ
大
量
を
分
析
し
、
そ

れ
を
構
成
1
る
形
式
的
に
同
種
な
る
個
隣
に
ま
で
分
解
し
て
、

そ
れ
を
確
定
し
そ
の
共
通
属
性
を
明
か
に
し
て
、
之
を
概
念
的

に
規
定
し
注
け
れ
ば
友
ら
む
。
即
ち
犬
量
の
皐
位
の
規
定
が
必

要
不
可
献
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
教
へ
上
げ
及
び
測
定
が
被
調
査

者
の
媒
介
を
経
て
始
め
て
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
祉
舎
的

制
約
・
技
術
的
制
限
を
受
け
ね
ば
友
ら
ぬ
故
、
車
に
大
量
の
皐

位
の
規
定
を
以
て
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
さ
れ
ば
「
容
易
に

徴
表
一
ν

確
認
し
得
る
、

い
は
ピ
容
易
に
H

外
か
ら
知
り
得
る
H

を
以
て
代
位
さ
れ
、
或
は
被
調
査
者
が
申
告
を
桓
む
が
如
き
徴

表
に
は
加
工
が
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
是
大
量
の
車
位
の
大
童

相
叫
ん
緊
の
皐
位
(
訓
歪
草
枕
)

へ
の
規
定
で
あ
る
。
大
景
観
察
の
翠

位
に
就
て
以
上
に
漣
ぺ
た
事
は
そ
の
ま
ヘ

他
の
三
要
素
(
詞

査
標
識
・
時
・
場
所
)

に
受
賞
す
る
。
特
に
調
査
槙
識
に
就
て
云
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へ
ば
、
単
位
が
集
合
し
て
部
分
大
量
を
構
成
し
‘
犬
量
よ
り
も
よ

り
高
吹
の
形
式
的
同
種
性
を
成
立
せ
し
む
る

(
元
の
場
合
に
は
、

形
式
的
阿
積
性
の
高
次
化
と
共
に
、
ジ
ー
ジ
且
ク
の
一
耳
ふ
寸
分
類
原
則
か

ほ
切

ら
見
た
同
質
性
」
及
び
そ
の
高
度
化
が
併
行
し
て
成
立
す
る
|
|
但
し
之

に
就
て
は
蕊
で
言
及
し
な
い
|
|
}
徴
表
を
、

大
量
の
標
識
と
規
定

し
、
之
を
更
に
調
査
標
識
に
規
定
し
・
泣
け
れ
ば
た
ら
む
。

ジ
l
ジ
ェ
ク
は
形
式
的
同
種
性
が
「
蒐
集
弓

Z
E
=明
整
理

の
庁
指
礎
に
さ
れ
る
概
念
ー
一

る?
と=~
之エ Cア
九九

」叫，!
が 4i、

こ
〉
共
団
出
用

J

-

-

u

d

J
尾
市
伊

wn一

L
T
t

言
ふ
所
必
や
し
も
明
確
で
友
い
。

プ
ラ
ス
タ
ム

ノ川

li 
と

<0 
|官|

m![ 
を

大
量
に
於
砂
る
掛
ハ
上
げ
及
び
測
定
の

可
能
性
は
、
只
「
容
易
に
確
認
し
得
る
、

い
は
ピ
容
易
に
H

外

か
ら
知
り
得
る
H

徴
表
」

に
就
て
の
み
存
在
す
る
に
す
ぜ
ぬ
こ

と
を
指
摘
・
強
調
し
て
、

そ
れ
を
大
量
観
察
法
の
針
象
認
識
の

限
界
性
に
関
す
る
問
題
と
し
て
提
起
し
て
ゐ
丸
。

幕
末
上
海
貿
易
の
一
史
料
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